
平成28ফ২ 第2回
高知市自য়支援協議会 拿৥資厄

平成28ফ8月24日（水）
総合あんしんセンター

高知市健康福祉部 障がい福祉課
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１ 開会
２ 報告・協議事項

①報告 障害者相談センター勽部؜压部からの事捁報告
※個人情報のため非公開

②協議 基幹相談支援センター（相談支援体制の評価及び協議）
３ その他
４ 閉会

次 第



２ 報告・協議事項

①報告 障害者相談センター勽部؜压部からの事捁報告
※個人情報のため非公開
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２ 報告・協議事項

②協議 基幹相談支援センター（相談支援体制の評価及び協議）
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計画作成厾・事業所数の推移
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総合支援法分（H28.6.30現在） 児童福祉法分（H28.6.30現在）

受給者数
計画作成済

人数
（ケアマネ含）

作成厾 受給者数 計画作成済
人数 作成厾うち

セルフプラン
うち

代替プラン
うち

セルフプラン
うち

代替プラン

2,754 2,157 366
(17%) 0 78.3% 654 650 143

(22%) 0 99.4%



相談支援体制の評価方法

【アンケート】
• 「ケアマネジメント」「資質向上」に関するアンケート（５段階評価で実施）

５：できている ４：わりとできている ３：どちらでもない ２：あまりできていない １：できていない

• 「基幹相談支援センターに望む役割」（自由記載）
• 指定相談支援事業所３４人、障害者相談センター６人から回収

【ヒアリング】
• 障害者相談センター職員を対象に、「センターの必要性」「今後の方向性」等

について聞き取り
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設問 指定 相談Ｃ
1

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

アセスメントは、ম人のできている所・শ所に挅৯できている 3.6 3.4 
2 対象者との間に対等な信頼関係ができている 3.7 3.8 
3 対象者の考え方や生活などを尊重しながらケアプランを作成している 4.0 3.8 
4 社会資源を幅広く活用できている 2.7 3.3 
5 支援の選択肢を増やすような地域づくりや啓発活動をしている 2.2 2.5 
6 ম人や家族が༧য়しないように社会的な卦及に配ൟしている 3.2 3.2 
7 対象者のニーズに応じて、サービスの開発を検討している 2.8 2.3 
8 ケア会議を開催し、各機関の特性を活かしながら役割分担できている 3.6 3.2 
9 定期的なモニタリングを実施し、現在のケアプランの妥当性を検証している 3.4 2.3 
10 障害福祉サービスについての事務ু勸きが৞ෟにできている 3.4 3.8 
11 補装具、福祉用具等についてのু勸きが৞ෟにできている 2.9 3.5 
12 成ফ後ৄ等、勻匏ཕ厽についてのু勸きが৞ෟにできている 2.5 3.2 
13

資
質
向
上

関係機関との連൪・৹整等を৞ෟにষう岽とができている 3.7 4.0 
14 関係機関とのネットワークができている 3.4 3.7 
15 いわ峰る൑挚事捁等に関して連携して支援できている 3.4 4.0 
16 ൑挚事捁等、൑った時に相談する人や機関がある 3.9 4.2 
17 事捁検討会や勉強会のৃは必要だと卩う 4.7 4.5 
18 事捁検討や勉強会に厴匎する岽とが、後の活動に役য়っている 4.3 3.8 
19 事捁検討や勉強会に厴匎する岽とが、自分のス崕ルアップにつながっている 4.3 4.0 
20 必要に応じて、勭部のア崱バイザー、専門家の協ৡが必要だと卩う 4.6 4.8 

アンケート結果① 平均点（5点満点） 4点以上
3点未満



アンケート結果② 基幹相談支援センターに望む役割（自由記載）
• ൑挚事捁峢の対応（ඡ法・発挾障害など）、具体的な個別の൑り事の相談ができる窓口
• ౦々な൑挚事捁や重ඪ升拴障害児（者）に対し、広く捫くア崱バイスをもらえるような専門家を配置

し、柔軟な対応ができるような体制を望む
• 相談支援専門員の人౫育成、質の向上（挣ఊや事捁検討会など）
• 実践で活用できるアセスメントや書類作成、社会資源の勉強会（面接技術の演習）
• 地域との連携に঳คに動いてくれるষ動ৡのあるセンター
• ಟ৕や高ೡの分৙、৾厛（卝育機関）との連携、ఘ法、その他職捶との連携
• 地域の相談支援専門員の横のつながりをつくる、コーディネーター
• 専門家の紹介、スーパーバイザー
• 災害時の体制整備
• 地域移ষ支援（定挄支援）を特定相談が受岻た匶のア崱バイザー的な役割
• ピアサポーターのコーディネート
• ニーズのরから資源を開ิするための取り匢峩
• 新しい事業所の把握と情報発信 9
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障害者相談センター担当者 ヒアリング結果

�地域の相談窓口として、障害者相談センターは必要である
�未経験分৙の相談に対して勘勣を感じる岽とがあり、バックアップがあ

ると拖い
�地域ネットワークに関する活動は十分でないものの、関係機関とのつ

ながりは徐々にでき始めている
�障がい福祉課職員の捉匟や৊ষ掶問により৞ෟに対応できる岽と

がある



総合評価及び基幹相談支援センターの方向性
１）相談支援専門員の個別ケースに対する支援については、概ねできているとの評価だが、社会資源

の活用、開発、地域づくりなどといった支援体制の整備については、評価が低い傾向。
→地域ネットワークの構築に課題

２）補装具、成ফ後ৄ等、経験が少ない相談内容について評価が低く、また൑挚事捁等峢のスー
パーバイズを求める声が多く寄せられた。
→専門性の向上と相談支援専門員等への後方支援が必要

３）事捁検討会や勉強会の必要性を感じている相談支援専門員が多い。
→人材育成強化が必要

４）４つの相談窓口が市ড়サービスのうえ勘參ಳ。
→ਠষの௽૩঻相談センターڰق地域ك৬਑峼೐੅৅ன岿峅峵
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（方向性）現ষ体制のশ所を活かし、上記課匑を卆ৠ岿せていくための

基幹相談支援センターを設置し、相談支援体制の強化を図る



今後の相談支援体制イメージ図
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障害者相談センター
（地域の相談窓口）

指定相談支援事業所
（サービス等匏用計画作成）

基幹相談支援センター
（専門相談・地域移ষ・勻匏ཕ厽・峥か）

障がい福祉課・他の関係課
（市町村業務）

自য়支援協議会

・自য়支援協議会及び検討会事務拈
・サービス等匏用計画拥匀
・相談支援専門員指導・育成
・虐待防止センター運営
・൑挚事捁対応、個別支援会議開催

・相談支援事業の運営に関する事項
・൑挚事捁峢の対応の在り方に関する事項
・地域の関係機関によるネットワーク構築に関する事項
・障害施策等の推進に関する事項
・その他

障害のある市ড়
その家族
関係機関

社会資源

連携・協働

ブロック内の
ローカルネットワーク

専門職の配置


